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１．基本計画の方針

❚１-１．計画の背景と目的 

「首都圏でいちばん人が輝く町」を掲げる宮代町では、「第 5 次宮代町総合計画」（令和 3 年度～令和 12 年

度、以下 5 次総）の前期実行計画において、須賀小地域拠点施設の整備事業（※１）が位置付けられました。ま

た、「第２期 公共施設マネジメント計画」(令和 4 年 3 月、以下、公共施設マネジメント計画）では、学校を中心と

する「地域の中心施設」の考え方が示され、あわせて、地域のコーディネーターの必要性と、エリア内のヒト・コ

ト・モノをつなげて新たな活動を創出していく重要性にも触れられています。さらに、「宮代町立小中学校適正配

置計画」（平成 28 年 3 月）（以下、適正配置計画）において、本町内の小中学校の再編計画が策定されました

が、その後の計画の再検討等を踏まえ、東小と笠原小及び、3 つの中学校の再編については、令和 9 年度以

降に改めて再検討されることとなりました。 

以上の背景を踏まえて、「須賀小学校地域拠点施設基本構想」（令和 5 年 6 月）（以下、基本構想）が策定さ

れました。この基本構想を指針とした、基本計画の目的は、施設に集約する具体的な機能や、地域拠点として

の共有の仕方を検討するとともに、必要な諸室とその面積の検討を行い、本計画における合築の良さを探求す

ることです。そして、今後の基本設計・実施設計に向けた基本的な方針をまとめることです。 

 

❚１-２．計画の進め方 

町内で複数の課を横断して結成されたプロジェクトチームのメンバーとともに、学校施設のあり方及び、地域

コミュニティ施設の使われ方等を検討するため、住民ヒアリング、有識者シンポジウム、地域・教職員・議員ワー

クショップ、団体ヒアリングを行いました。小学校と地域施設が合築した時に、その場でどのような活動ができる

か、どのような新しい活動ができそうかを、参加者のみなさんと広く話し合いました。 

話し合いの場づくりは、コミュニティデザイナーを中心に、参加者がワクワクし、未来を見据えた意見交換がで

きるような仕掛けを考えながら進めていきました。

表１ ヒアリング・ワークショップ実施概要（令和 5 年度） 

内容 日時 参加者 

住民ヒアリング ・8 月 9 日（水）～8 月 11 日（金） 

・8 月 28 日（月）～8 月 30 日（水） 

・9 月 10 日（日） 

計 

30 名 

有識者 

シンポジウム 

・9 月 23 日（土） 70 名 

地域 

ワークショップ 

第 1 回：10 月 21 日（土） 

第 2 回：11 月 11 日（土） 

第 3 回：12 月 16 日（土） 

60 名 

50 名 

56 名 

教職員 

ワークショップ 

第 1 回：11 月 16 日（木） 

第 2 回：11 月 30 日（木） 

20 名 

16 名 

公民館利用団体 

ヒアリング 

第 1 回：12 月 13 日（水） 

第 2 回：12 月 14 日（木） 

7 名 

9 名 

学童ヒアリング ・12 月 17 日（日） 8 名 

児童ワークショップ 未定 未定 

議員ワークショップ 第 1 回：10 月 5 日（木） 

第 2 回：10 月 19 日（木） 

4 名 

7 名 

先行事例視察 ・10 月 25 日（水）～26 日（木） 13 名 

検討委員会 

(基本構想より継続) 

第 4 回：8 月 17 日（木） 

第 5 回：12 月 14 日（木） 

第 6 回：1 月 24 日（水） 

21 名 

28 名 

未実施 

検討委員事例視察 ・1 月 24 日（水） 未実施 

 

 
宮代町 

町職員 
プロジェクトチーム 

設計チーム 

建築士 
コミュニティデザイナー 

自治体 
経営会議 

須賀小学校地域拠点施設 
検討委員会 

ワークショップ・ヒアリング 

小学校教職員/議員/学童関係者/ 
公民館利用団体/地域住民 など 

図 1 体制図 

写真 8 地域ワークショップの様子 写真 10 教職員ワークショップの様子 

写真 2 住民ヒアリングの様子 

写真 3 住民ヒアリングの様子 

写真 1 住民ヒアリングの様子 写真 4 住民ヒアリングの様子 

写真 7 住民ヒアリングの様子 写真 9 公民館利用団体ヒアリングの様子 

写真 6 議員ワークショップの様子 

写真 5 シンポジウムの様子 
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２．基本計画の概要

❚２-１．計画のポイント 

宮代町は、公共施設マネジメント計画と適正配置計画において、小学校を中心に地域拠点施設を併設し再整

備していく方針を定めています。この地域拠点施設のイメージは、公共施設マネジメント計画に示されています

（図２）。この図中の「共用機能」と「可変機能」は、地域拠点施設内で小学校機能と公民館機能と学童機能とを相

互につなぐ“共有機能”といえ、そこをどう充実させるかが重要なポイントだと考えます。 

また、地域コミュニティにとって必要な３つの要素については、公共施設マネジメント計画及び基本構想で言及

されています（図３）。これまでの学校や公民館、学童保育所にはなかった、1)目的に合わせた多様な機能、2)ふ

らっと気軽に立ち寄れる雰囲気づくり、3)合築ならではのサポートや仕組み、ルールを作っていくことも重要なポイ

ントだと考えます。 

なお、基本構想においては、基本理念（キャッチフレーズ）が、「かえでの木の下 子どもと大人が共に学び 共

に育つ ― 須賀小エリアに活動を生み出す みんなの学校 ―」と掲げられました。 

基本計画では、これまで議論を重ねられていた方針を踏襲しながら、各機能の諸室関係を整理しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

❚２-２．住民意見の整理 

複数回のヒアリング・ワークショップを行い、地域住民、教職員、公民館利用団体、学童関係者から幅広く意見

を収集しました。特に、本計画のワークショップでは参加者の声の聴き出し方に独自性があります。須賀小学校

に残る「どんぐりピアノ」のエピソードになぞらえて、自分の“どんぐり（資源）”と町の“どんぐり（資源）”を拾い合わ

せ、新たな“ピアノ（未来）”を創っていくこと

を考えました。声を聴いていくうちに、自分

の“どんぐり”と誰かの“どんぐり”とがコラ

ボレーションし始めることもあり、未来の須

賀小地域拠点施設で実際に行われるであ

ろう活動につながる意見や想いを伺い知

ることができました。 

また、現在の活動、これからしてみたい

活動について参加者に伺っていくと、地域

にとって小学校にある特別教室の需要が

高そうだということが分かってきました。小

学校と公民館、学童保育所の合築するに

あたり、積極的に共有室を設けられそうだ

という可能性も見えてきました。 

 

図３ 地域コミュニティにとって必要な 3 つの要素 
（公共施設マネジメント計画/ 

須賀小学校地域拠点施設基本構想より） 

図２ 「地域の中心施設」のイメージ 
（公共施設マネジメント計画より） 

小学校 

  

共有機能 

地域コミュニティ施設 学童保育所 

図４ どんぐりとピアノ会議の全体像 図５ ワークショップでの意見（一部抜粋） 
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❚２-３．共有部分の考え方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜共有部分 参考イメージ＞（オスロ公共図書館/ノルウェー） 
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❚２-４．配置案 
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❚２-５．カエデ囲み型を基とした平面プラン（仮案）と具体例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

写真 11 模型写真 写真 12 模型写真 
＜上記具体例に基づく工事手順（案）＞ 
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❚２-６．諸室面積リスト 

 

３．今後の進め方  ４．概算工事費 

❚３-１．事業スケジュール 

・令和 6 年度 基本設計・実施設計 
・令和 7 年度 解体・建築 
・令和 8 年度 解体・建築 
・令和 9年度 須賀小学校地域拠点施設 

開校・開設 

❚３-２．基本設計に向けての課題 

・共有室の整理 
・共用部面積の合理化（面積削減） 
・防災機能の検討 
・中学校とのつながり 
・地域コミュニティセンター開設までの流れ 

 


